
宮古島市総合博物館紀要 第 27号（2023） 

47 

宮古諸島の直翅類の分布記録 

 

小浜継雄（沖縄県宜野湾市）・砂川博秋（沖縄県宮古島市） 

 

はじめに 

 宮古諸島は、沖縄県内で石垣島に次いで 4番

目に面積の大きな宮古島（面積約 160km2）を

はじめとし、池間島、大神島、来間島、伊良部

島、下地島、多良間島および水納島の 8有人島

およびフデ岩などいくつかの小さな面積の無人

島で構成される。ほとんどの島が琉球石灰岩か

らなる、平坦な地形で、森林が乏しく、河川が

発達していない。 

宮古諸島の直翅類（以下、バッタ類と呼ぶ）

についての記録は、東（1975a）、岡（1982）、

安谷屋ら（1982）、直翅類研究グループ（1983）、

石川（1983）、大城（1986a；1988）、小浜（1993；

1995；2020）、小浜ら（1994）、杉本（1996）、

仲盛・佐渡山（2001）、楠井（2005；2010）、沖

縄県文化環境部自然保護課（2009）、小浜・佐々

木（2013）、山下ら（2019）、小浜・砂川（2020b）

などがあり、これまでに 12科 71種のバッタ類

が記録されている（奥山、2018；日本直翅類学

会、2021）。島ごとにみると、宮古島から 12科

61種、多良間島 11科 48種、伊良部島 10科 21

種、池間島 7科 12種、水納島 6科 11種、大神

島 4科 5種、来間島 2科 4種、下地島 2科 2種

が記録されており、宮古島と多良間島は比較的

よく調べられているようであるが、これら 2島

を除けば、他の島々の記録は少なく、調査はま

だ不十分のようであった。 

 筆者らは、2012年から 2017年にかけて、宮

古諸島においてバッタ相の調査を行い、 

宮古諸島新記録の 1種を含む、11科 46種のバ

ッタ類を確認しているので報告する。今回の調

査で確認できなかった 25 種を含め、宮古諸島

のバッタ相として 12科 72種についてまとめた

ので併せて報告する。本調査は、宮古島市史「み

やこの自然」（宮古島市史編さん委員会、2019）

の編纂に向けて実施したものである。なお、今

回の調査結果の一部については先に報告してい

る（小浜・砂川、2019b；2020b；小浜、2020）。 

発表に先立ち、宮古諸島の昆虫相調査に種々

便宜を図っていただいた宮古島市史編さん室の

方々に厚くお礼を申し上げる。また標本を提供

いただいた比嘉祐成氏にもお礼申し上げる。 

 

材料および方法 

 調査は 2012年から 2017年にかけて、宮古諸

島の有人島 8島、無人島のフデ岩で行った。基

本的に目視で採集・観察し、夜間は電灯を用い

て調査した。その他に、ビーティングやスィー

ピング、灯火採集を行い、バッタ類を採集した。

鳴く虫については鳴き声で生息を確認したもの

もある。今回の調査とは別に、筆者らの砂川が

2008年・2009年に、また小浜が 2011年に、そ

れぞれ宮古諸島で採集したバッタ類も今回の調

査成果に加えた。なお、フデ岩の昆虫について

は既に報告している（小浜・砂川、2020b）。 

採集した個体は乾燥標本にして同定した。種

の同定には、日本直翅類学会（2006；2016）を

参考にし、他に佐々木ら（2009）、奥山（2018）

なども参考にした。宮古諸島内における島ごと

の分布資料として日本直翅類学会（2006；2021）

の分布表および小浜・砂川（2020a）のバッタ類

リストにある分布情報を主に参考にした。 

今回の調査で得られた標本は、琉球大学博物

館（風樹館）と宮古島市総合博物館に収蔵され
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る予定である。 

 

調査結果 

今回の調査で確認された 11科 46種のバッタ

類のデータを示した。採集標本データは、島ご

とに個体数、採集日、採集地（宮古島、伊良部

島、多良間島について示した）、採集者の順序で

示した。撮影データ、目撃データおよび鳴き声

確認データも採集標本データと同様に示した。

採集・目撃者名は、小浜継雄を（K）、砂川博秋

を（S）と略記した。また、今回の調査で確認で

きなかった 25 種についても下記のリストに示

した。科の配列と種名は、基本的に日本昆虫目

録編集委員会（2020）に準じ、学名が確定して

いないものについては日本直翅類学会（2016）

を参照した。 

 

I コオロギ科 Gryllidae 

1. ヒメコガタコオロギ  Modicogryllus 

consobrinus （Saussure, 1877）  

[採集標本データ] 

宮古島：4♀，28. VII. 2014，野原岳（K）；2♂，

16. III. 2015，大野山林（K）；2♀，14. V. 2015，

大野山林（K）；幼虫 1ex，22. V. 2016，学びの

森（K）；1♂，13. VII. 2016，いこいの森（K）；

1♂2♀，8. X. 2016，野原岳（K） 

来間島：1♂1♀，29. VIII. 2014（K） 

伊良部島：2♀，6. VII. 2013，牧山（K）；1♂，

27. VII. 2014，牧山（K） 

多良間島：1♀，16. III. 2013，多良間空港（K） 

 来間島、伊良部島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1988；1995；小濱ら、2002；日

本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、

多良間島（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直

翅類学会、2006；2021；沖縄県文化環境部自然

保護課、2009；小浜・砂川、2020a） 

 備考：岡（1982）は Velarifictorus parvus 

Chopardとして記録している。 

2. タンボコオロギ Modicogryllus siamensis 

Chopard, 1961 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；小浜・砂川、2020a）、多良間島（大

城、1986ab；1995；杉本、1996；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

3. ネッタイオカメコオロギ Loxoblemmus 

equestris Saussure, 1877 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂1♀，10. XI. 2012，大野山林（K）；

3♂3♀，17. V. 2013，大野山林（K）；1♂，18. 

V. 2013，野原岳（K）；1♀，5. VII. 2013，大野

山林（K）；1♀，28. VII. 2014，野原岳（K）； 

1♂1♀，24. IX. 2014，大野山林（K）；2♂6♀，

26. IX. 2014，大野山林（K）；1♂，12. V. 2015，

ウィピア（K）；1♂，14. V. 2015，大野山林（K）；

1♀，20. V. 2016，野原越（K）；1♂1♀，13. VII. 

2016，いこいの森（K）1♂3♀，8. X. 2016，野

原岳（K） 

池間島：1♂4♀，30. VIII. 2014（K） 

伊良部島：1♀，6. VII. 2013，牧山（K）；1♂，

4. IX. 2015，佐良浜（K） 

多良間島：2♀，16. XI. 2011，塩川（K）；2♂1

♀，17. VII. 2015，仲筋（K） 

 池間島と伊良部島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（東、1975a；

岡、1982；大城、1986b；1988；1995；小濱ら、

2002；日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂

川、2020a）、多良間島（杉本、1996；小濱ら、

2002；日本直翅類学会、2006；2021；沖縄県文

化環境部自然保護課、2009；小浜・砂川、2020a） 

備考：別名、リュウキュウオカメコオロギ。

岡 （ 1982 ） は 、 ハ ラ オ カ メ コ オ ロ ギ

Loxoblemmus sp. とネッタイモリオカメコオ
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ロギ Loxoblemmus equestris Saussureの 2種

を宮古島から記録しているが、これらはネッタ

イオカメコオロギのことであろう。 

4. ナツノツヅレサセコオロギ Velarifictorus 

grylloides （Chopard, 1969） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1995；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：岡（1982）のリュウキュウツヅレサセ

Velarifictorus sp. 1は本種のことと思われる。

リュウ キュウツヅレサセ コオロギ V. 

ryukyuensis Ôshiro, 1990は本種のシノニムと

される（日本直翅類学会、2006）。 

5. コガタコオロギ Velarifictorus ornatus 

（Shiraki, 1913） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1995；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：岡（1982）は Velaricictorus sp. 4とし

て記録している。 

6. カマドコオロギ  Gryllodes sigillatus 

（Walker, 1869）  

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1995；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多

良間島（沖縄県文化環境部自然保護課、2009） 

7. フタホシコオロギ Gryllus bimaculatus de 

Geer, 1773 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，17. IV. 2013，野原越（S）；1♀，

28. VII. 2014，野原岳（K） 

伊良部島：1♀，27. VII. 2014，牧山（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（東、1975a；

岡、1982；石川、1983；大城、1986ab；1988；

1995；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；小浜・砂川、2020a）、伊良部島（久貝ら、

1990；大城、1995；小濱ら、2002；小浜・砂川、

2020a）、多良間島（大城、1986ab；1995；杉本、

1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小

浜・砂川、2020a） 

備考：別名、クロコオロギ。 

8. タイワンエンマコオロギ  Teleogryllus 

occipitalis （Audinet-Serville, 1839） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，18. V. 2013，野原越（K）；1♀，

24. IX. 2014，大野山林（K） 

多良間島：1♀，16. VII. 2014，仲筋（S） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986ab；1988；1995；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、

2020a）、大神島（安谷屋ら、1982）、伊良部島

（久貝ら、1990；大城、1995；小濱ら、2002；

小浜・砂川、2020a）、多良間島（大城、1986ab；

1995；杉本、1996；小濱ら、2002；日本直翅類

学会、2006；2021；沖縄県文化環境部自然保護

課、2009；小浜・砂川、2020a） 

9. マ メ ク ロ コ オ ロ ギ  Melanogryllus 

bilineatus Yang & Yang, 1994 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，8. III. 2013，野原岳（K）；1♀，

21. IV. 2015，長間（K）；2♂5♀，22. IV. 2015，

新城（K）；1♀，13. VII. 2016，いこいの森（K） 

多良間島：1♂，16. III. 2013，多良間空港（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986ab；1988；1995；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、

2020a）、多良間島（大城、1986ab；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

備考：別名、チビクロコオロギ。 

10. マ ダ ラ コ オ ロ ギ   Cardiodactylus 
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guttulus （Matsumura, 1913） 

[撮影データ] 

宮古島：幼虫多数，5. VII. 2013，大野山林（K） 

[目撃データ] 

宮古島：成虫数頭，31. VIII. 2014，学びの森（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（東、1975a；

岡、1982；大城、1986b；1995；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2021；小浜・砂川、2020a） 

11. マ ツ ム シ 台 湾 亜 種  Xenogryllus 

marmoratus unipartitus （Karny, 1915） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、伊良

部島（久貝ら、1990；小浜、1993；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

備考：別名、オキナワマツムシ、タイワンマ

ツムシ。 

12. インドカンタン  Oecanthus indicus 

Saussure, 1878 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1995；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多

良間島（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：別名、タイワンカンタン、ヒロバネカ

ンタン。岡（1982）は和名をヤエヤマチャイロ

カンタンとしている。 

13. カ ヤ ヒ バ リ  Natula pallidula 

（Matsumura, 1910） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，10. XI. 2012，大野山林（K）；1

♂1♀，17. V. 2013，大野山林（K）；2♂1♀，

17. V. 2013，野原越（K）；1♂2♀，28. VII. 2014，

野原岳（K）；2♂5♀，24. IX. 2014，大野山林

（K）；1♂4♀，14. V. 2015，大野山林（K） 

伊良部島：1♂，6. VII. 2013，牧山（K）；1♂1

♀，27. VII. 2014，牧山（K） 

 伊良部島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（Sugimoto, 

2001；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；小浜・砂川、2020a）、池間島（Sugimoto, 

2001）、多良間島（Sugimoto, 2001；小濱ら、

2002；日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂

川、2020a） 

14. セグロキンヒバリ Natula pravdini 

（Gorochov, 1985） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 池間島（Sugimoto, 

2001） 

備考：別名、ムナグロキンヒバリ。 

15. ク ロ ヒ バ リ モ ド キ  Trigonidium 

cicindeloides Rambur, 1839 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂2♀，24. IX. 2014，大野山林（K） 

多良間島：1♀，10. V. 2014，仲筋（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、多良間島（杉本、1996；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a） 

16. オキナワヒバリモドキ  Trigonidium 

pallipes Stål, 1861 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（Sugimoto, 

2001）、池間島（小浜・佐々木、2013）、多良間

島（杉本、1996；Sugimoto, 2001；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

17. イソスズ Thetella elegans Kobayashi, 

1983 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（大城、1988；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、多良間島（沖縄県文化環
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境部自然保護課、2009） 

18. タカラウミコオロギ  Caconemobius 

takarai （Ôshiro, 1990） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：別名、ウスモンナギサスズ。沖縄県版

レッドデータブックのカテゴリーは準絶滅危惧

（沖縄県環境部自然保護課、2017）。 

19. ネ ッ タ イ シ バ ス ズ  Polionemobius 

taprobanensis （Walker, 1869） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂1♀，10. XI. 2012，大野山林（K）；

2♀，17. V. 2013，大野山林（K）；2♀，17. V. 

2013，野原越（K）；3♀，18. V. 2013，野原岳

（K）；1♂1♀，24. IX. 2014，大野山林（K）；

1♀，14. V. 2015，大野山林（K）；1♂2♀，20. 

V. 2016，野原越（K）；1♂1♀，8. X. 2016，野

原岳（K） 

多良間島：1♀，10. V. 2013，仲筋（K） 

[宮古諸島内の既知分布 ] 宮古島（大城、

1986ab；1988；1995；小濱ら、2002；日本直

翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、

多良間島（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直

翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：別名、リュウキュウシバスズ。 

20. リュウキュウチビスズ Pteronemobius 

sulfurariae Chopard, 1931  

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982） 

 備考：宮古島の記録は疑問視されている（日

本昆虫目録編集委員会、2020；日本直翅類学会、

2021）。 

21. ネッタイヤチスズ Pteronemobius sp.  

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，5. VII. 2013，大野山林（K）；1

♀，14. V. 2015，大野山林（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（奥山、2018）。 

 

II カネタタキ科 Mogoplistidae 

22. イソカネタタキ Ornebius bimaculatus 

（Shiraki, 1930） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，26. IV. 2013，大野山林（K）；1

♀，28. IV. 2013，大野山林（K）；3♂3♀，23. 

IV. 2015，新城（K）；3♀，24. IV. 2015，新城

（S）；1♂，13. V. 2015，大野山林（K）  

池間島：1♀，8. XII. 2012（K） 

伊良部島：1♀，18. V. 2013，佐良浜（K） 

多良間島：1♀，12. V. 2013，宮古市の森（K） 

[鳴き声確認データ] 

大神島：3exs，27. IV. 2013（K）；2exs，5. III. 

2016（K） 

多良間島：1ex，7. VI. 2013，宮古市の森（K） 

 池間島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

石川、1983；大城、1986ab；1988；大城、1995；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2019b；2020a）、大神島（楠井、

2010；小浜・砂川、2020a）、伊良部島（小浜・

砂川、2019b；日本直翅類学会、2021）、多良間

島（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直翅類学

会、2006；2021；沖縄県文化環境部自然保護課、

2009；小浜・砂川、2020a）、水納島（沖縄県文

化環境部自然保護課、2009）、フデ岩（小浜・砂

川、2020b） 

備考：テッポウユリの花の中に潜んでいるこ

とがある（小浜・砂川、2019b）。 

23. ヒルギカネタタキ Ornebius fuscicerci 

（Shiraki, 1930） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 多良間島（日本直翅

類学会、2021） 

24. カ ネ タ タ キ   Ornebius kanetataki 
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（Matsumura, 1904） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂2♀，18. XI. 2014，大野山林（K） 

伊良部島：1♀，12. VI. 2017，牧山（K） 

 伊良部島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1988；1995；小濱ら、2002；日本直翅類

学会、2006：2021；小浜・砂川、2020a）、多良

間島（日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂

川、2020a） 

25. リュウキュウカネタタキ  Ornebius 

longipennis ryukyuensis Ôshiro, 1998 

[採集標本データ] 

多良間島：1♂，16. VII. 2014，仲筋（K）；1♂，

17. VII. 2014，仲筋（S） 

[宮古諸島内の既知分布] 多良間島（沖縄県文

化環境部自然保護課、2009；山下ら、2019；日

本直翅類学会、2021） 

26. アシジマカネタタキ Ectatoderus tamna 

Kim, 2011 

[採集標本データ] 

多良間島：幼虫 1ex，11. V. 2013，仲筋（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 多良間島（日本直翅

類学会、2021） 

27. オ チ バ カ ネ タ タ キ  Tubarama 

iriomotejimana Yamasaki, 1985 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 

III アリツカコオロギ科 Myrmecophilidae 

28. シ ロ オ ビ ア リ ツ カ コ オ ロ ギ 

Myrmecophilus albicinctus （Chopard, 1924） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多良

間島（日本直翅類学会、2021） 

29. ミ ナ ミ ア リ ツ カ コ オ ロ ギ 

Myrmecophilus formosanus Shiraki, 1930 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多良

間島（日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂

川、2020a） 

30. フ タ オ ビ ア リ ツ カ コ オ ロ ギ 

Myrmecophilus sp. 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2021） 

 

IV ケラ科 Gryllotalpidae 

31. ケラ Gryllotalpa orientalis Burmeister, 

1839 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，17. V. 2013，大野山林（K）；1♂，

18. V. 2013，野原越（K）；1♀，5. VII. 2013，

大野山林（K）；1♂，28. VII. 2014，野原岳（K） 

多良間島：1♀，11. V. 2013，仲筋（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1988；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、伊良部島（久

貝ら、1990）、多良間島（杉本、1996；小濱ら、

2002；日本直翅類学会、2006；2021；沖縄県文

化環境部自然保護課、2009；小浜・砂川、2020a） 

 

V カマドウマ科 Rhaphidophoridae 

32. タ ラ マ ハ ヤ シ ウ マ  Diestrammena 

taramensis Sugimoto & Ichikawa, 2003 

[採集標本データ] 

多良間島：3♂1♀，25. VII. 2008，塩川（S）；

1♀，16. VII. 2014，仲筋（K）；1♂，17. VII. 

2014，仲筋（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 多良間島（小濱ら、

2002；Sugimoto & Ichikawa, 2003；日本直翅



宮古島市総合博物館紀要 第 27号（2023） 

53 

類学会、2006； 2016；2021；沖縄県文化環境

部自然保護課、2009；小浜・砂川、2020a） 

備考：多良間島の固有種。沖縄県版レッドデ

ータブックのカテゴリーは絶滅危惧 II類（沖縄

県環境部自然保護課、2017）。 

33. ウスイロキマダラウマ Neotachycines 

pallidus Sugimoto & Ichikawa, 2003 

今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（大城、1988；

小濱ら、2002；Sugimoto & Ichikawa, 2003；

日本直翅類学会、2006；2016；2021；小浜・砂

川、2020a）、伊良部島（Sugimoto & Ichikawa, 

2003；日本直翅類学会、2016；小浜・砂川、2020a） 

備考：大城（1988）のミヤコカマドウマ（新

称）Diestrammena sp.および小濱ら（2002）の

ミヤコカマドウマ Atachycine sp. 3は本種のこ

とである。沖縄県版レッドデータブックのカテ

ゴリーは絶滅危惧 II類（沖縄県環境部自然保護

課、2017）。 

 

VI コロギス科 Gryllacrididae 

34. コバネコロギス  Metriogryllacris magna 

（Matsumura & Shiraki, 1908） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，26. IV. 2013，ウィピア（K）；2

幼虫，6. V. 2013，大野山林（S）；2♀，8. VII. 

2013，学びの森（S）；1♀，12. VI. 2014，狩俣

（K） 

池間島：1♂，21. V. 2009（S） 

大神島：幼虫 1ex，5. III. 2016（K） 

伊良部島：1♂，27. VII. 2014，牧山（K）；幼虫

1ex，5. III. 2016，牧山（比嘉祐成氏採集） 

多良間島：1♂，16. V. 2009，塩川（S） 

 大神島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、池間島（小浜・佐々木、

2013）、来間島（楠井、2010；小浜・砂川、2020a）、

伊良部島（久貝ら、1990）、多良間島（杉本、

1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小

浜・砂川、2020a） 

 

VII キリギリス科 Tettigoniidae 

35. オキナワキリギリス  Gampsocleis 

ryukyuensis Yamasaki, 1982 

[採集標本データ] 

下地島：1♂3♀，3. VIII. 2016（S）；1♂2♀，

19. VIII. 2016（S）；1♂，23. VIII. 2016（S） 

 今回の調査では、下地島で確認されているが、

従来、分布記録のある宮古島と伊良部島（岡、

1982；久貝ら、1990）では見つからなかった。

後述のように、種名については検討する必要が

あるが、ここでは本種として扱うことにする。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

直翅類研究グループ、1983；大城、1986b；小

濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；小

浜・砂川、2020a）、伊良部島（久貝ら、1990；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、下地島（日本直翅類学会、

2021） 

備考：別名、リュウキュウキリギリス。大城

（1986a）は、岡（1982）の採集データにもと

づいて、伊良部島を産地にあげているが、この

データは宮古島のものと同じで、岡（1982）の

記録を誤認したと思われる。したがって、大城

（1986b）の分布表にある伊良部島はここでは

除外している。沖縄県版レッドデータブックの

カテゴリーは絶滅危惧 II類（沖縄県環境部自然

保護課、2017）。 

36. オキナワシブイロカヤキリ Xestophrys 

platynotus （Matsumura & Shiraki, 1908） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，13. VII. 2016，野原越（K） 
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[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；小浜・

砂川、2020a）、伊良部島（小浜ら、1994；小濱

ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；小浜・

砂川、2020a）、多良間島（日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

37. オ ガ サ ワ ラ ク ビ キ リ ギ ス 

Euconocephalus nasutus （Thunberg, 1815） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，5. VII. 2013，野原越（K） 

池間島：1♀，30. VIII. 2014（K） 

多良間島：1♂，16. XI. 2011，塩川（K）；1♂，

17. VII. 2014，仲筋（K） 

 池間島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多良間島（杉

本、1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小

浜・砂川、2020a） 

38. クビキリギス Euconocephalus varius 

（Walker, 1869） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，22. IV. 2015，新城（K）；1♀，8. 

X. 2016，野原岳（K） 

池間島：1♀，30. VIII. 2014（K） 

伊良部島：1♀，2. V. 2012，牧山（S） 

多良間島：1♂，16. XI. 2011，塩川（K） 

 池間島、伊良部島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1988；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多

良間島（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

39. コバネササキリ Conocephalus japonicus 

（Redtenbacher, 1891） 

[採集標本データ] 

池間島：1♂1♀，30. VIII. 2014（K）；1♀，30. 

VIII. 2014（S） 

[宮古諸島内の既知分布] 池間島（小浜・佐々木、

2013；日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂

川、2020a） 

 備考：湿地草原性の種で、宮古諸島において

は池間島のみが産地として知られる。沖縄県版

レッドデータブックのカテゴリーは準絶滅危惧

（沖縄県環境部自然保護課、2017）。 

40. ホシササキリ Conocephalus maculatus 

（le Guillou, 1841） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，27. VII. 2012，大野山林（S） 

大神島：1♀，6. III. 2016（K） 

伊良部島：1♂，4. IX. 2015，牧山（K） 

下地島：1♀，3. VIII. 2016（S） 

多良間島：1♂，16. V. 2009，塩川（S）；1♀，

16. XI. 2011，塩川（K） 

 大神島、伊良部島および下地島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986ab；1988；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、池

間島（小浜・佐々木、2013）、多良間島（杉本、

1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小

浜・砂川、2020a） 

41. ササキリ Conocephalus melaenus （de 

Haan, 1843） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（大城、1988；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、多良間島（杉本、1996；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a） 

42. アシグロウマオイ Hexacentrus fuscipes 

Matsumura & Shiraki, 1908 

 今回の調査では確認できなかった。 
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[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1988；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、伊

良部島（小浜ら、1994；小濱ら、2002；日本直

翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、

多良間島（沖縄県文化環境部自然保護課、2009） 

43. タイワンウマオイ Hexacentrus unicolor 

Audinet-Serville, 1831 

[採集標本データ] 

宮古島：4♂2♀，1. VIII. 2008，大野山林（S）；

1♀，8. VII. 2013，学びの森（S）；1♂，19. VI. 

2014，大野山林（S）；1♀，20. VIII. 2015，大

野山林（S）；2♂，13. VII. 2016，いこいの森

（K） 

来間島：1♀，29. VIII. 2014（K） 

伊良部島：1♂，6. VII. 2013，牧山（K） 

下地島：1♀，3. VIII. 2016（S） 

多良間島：1♀，17. VII. 2014，仲筋（K） 

 来間島、伊良部島および下地島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多良間島（沖

縄県文化環境部自然保護課、2009）、水納島（沖

縄県文化環境部自然保護課、2009） 

 

VIII ツユムシ科 Phaneropteridae 

44. タイワンクツワムシ  Mecopoda elongata 

（Linnaeus, 1758） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，3. V. 2009，大野山林（S）；1♀，

22. IV. 2015，新城（K）；1♀，13. VII. 2016，

いこいの森（K）；1♀，26. VII. 2016，野原（K） 

[鳴き声確認データ] 

大神島：2exs，4. III. 2016（K） 

 大神島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（東、1975a；

岡、1982；大城、1986ab；1988；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、

2020a）、池間島（小浜・佐々木、2013）、多良

間島（大城、1986ab；杉本、1996；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；沖縄県文化環境

部自然保護課、2009；小浜・砂川、2020a）、水

納島（沖縄県文化環境部自然保護課、2009） 

45. リュウキュウツユムシ Phaneroptera 

gracilis Burmeister, 1838 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多良間島（杉

本、1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；小浜・砂川、2020a） 

46. セスジツユムシ   Ducetia japonica 

（Thunberg, 1815） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，5. VII. 2013，大野山林（K）；1

♀，13. VI. 2014，新城（K）；1♀，18. XI. 2014，

大野山林（K）；1♀，23. IV. 2015，大野山林（K）；

1♂，12. V. 2015，ウィピャ（K）；1♀，19. V. 

2016，添道（K）；1♀，9. X. 2016，添道（K） 

伊良部島：1♂，11. VI. 2017，牧山（K） 

 2014年 6月 13日の宮古島新城の 1♀は、キ

ンモウアナバチ Sphex diabolicus Smith, 1858

（アナバチ科）が捕えた獲物を失敬したもので

ある。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（東、1975a；

岡、1982；大城、1986b；1988；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、

2020a）、伊良部島（久貝ら、1990；日本直翅類

学会、2021）、下地島（日本直翅類学会、2021）、

多良間島（日本直翅類学会、2021） 

47. ナカオレツユムシ Isopsera denticulata 

Ebner, 1939 

[採集標本データ] 

伊良部島：1♂，11. VII. 2012，牧山（S） 
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 宮古諸島新記録。 

48. ダイトウクダマキモドキ  Phaulula 

daitoensis （Matsumura & Shiraki, 1908） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，5. VII. 2013，大野山林（K）；1

♀，8. VII. 2013，学びの森（S）；1♂，13. VI. 

2014，加治道（K）； 1♂1♀，13. VI. 2014，新

城（K）；2♂，27. VI. 2014，大野山林（S）；1

♀，28. VII. 2014，野原岳（K）；1♂1♀，13. 

VII. 2016，いこいの森（K） 

池間島：1♂，29. VII. 2014（K）；1♀，24. X. 

2014（S） 

伊良部島：1♀，6. VII. 2013，牧山（K）；1♂，

27. VII. 2014，牧山（K）；1♀，20. VIII. 2016，

牧山（K）；1♂，11. VI. 2017，牧山（K） 

多良間島：1♂，16. VII. 2014，仲筋（K）；2♂

2♀，17. VII. 2014，仲筋（K）；1♀，18. VII. 

2014，普天間港（K） 

 池間島、伊良部島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

直翅類研究グループ、1983；大城、1986b；小

濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；小

浜・砂川、2020a）、大神島（楠井、2010；小浜・

砂川、2020a）、多良間島（直翅類研究グループ、

1983；大城、1986b；杉本、1996；小濱ら、2002；

沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小浜・砂

川、2020a）、水納島（沖縄県文化環境部自然保

護課、2009）  

 

IX ノミバッタ科 Tridactylidae 

49. マ ダ ラ ノ ミ バ ッ タ  Xya riparia 

（Saussure, 1877） 

 宮古諸島の新記録であったので、その採集デ

ータは先に報告した（小浜、2020）。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（小浜、2020；

日本直翅類学会、2021） 

 

X ヒシバッタ科 Tetrigidae 

50. オキナワトゲヒシバッタ  Criotettix 

okinawanus Ichikawa, 1994 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，22. IV. 2015，上地（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（小濱ら、

2002；日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂

川、2020a） 

51. ナガレトゲヒシバッタ  Eucriotettix 

oculatus （Bolívar , 1898） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 多良間島（杉本、

1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2016；2021；小浜・砂川、2020a） 

52. ミナミハネナガヒシバッタ Euparatettix 

histricus （Stål, 1861） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，3. V. 2009，大野山林（S）；1♀，

13. XI. 2012，大野山林（S）；1♀，28. IV. 2013，

大野山林（S）；1♂2♀，17. V. 2013，大野山林

（K）；1♀，24. VIII. 2014，大野山林（S）；1

♂1♀，24. IX. 2014，大野山林（K）；1♂5♀，

13. V. 2015，大野山林（K）；1♂1♀，14. V. 2015，

大野山林（K）；2♀，20. V. 2016，大野山林（K）；

1♂1♀，12. VII. 2016，大野山林（K）；1♀，

13. VII. 2016，いこいの森（K）；1♂2♀，8. X. 

2016，野原岳（K）；2♀，9. X. 2016，福山（K）；

1♀，9. X. 2016，宮原（K） 

池間島：1♂3♀，29. VII. 2014（K）；4♂2♀，

30. VIII. 2014（K） 

伊良部島：1♂1♀，9. IV. 2012，牧山（S） 

 伊良部島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、池間

島（小浜・佐々木、2013；日本直翅類学会、2021） 

53. ホソハネナガヒシバッタ Euparatettix 

tricarinatus （Bolívar, 1887） 
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[採集標本データ] 

宮古島：1♂，22. IV. 2015，上地（K）；1♀，

20. V. 2016，野原越（K）；1♂，22. V. 2016，

学びの森（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

54. セダカヒシバッタ Hedotettix gracilis 

（de Haan, 1842） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，19. IV. 2012，大野山林（S）；2♂

1♀，26. IV. 2013，大野山林（K）；1♂1♀，17. 

V. 2013，大野山林（K）；1♀，24. IX. 2014，大

野山林（K）；1♂1♀，12. V. 2015，いこいの森

（K）；1♀，14. V. 2015，大野山林（K）；1♀，

20. V. 2015，野原越（K）；1♀，22. V. 2016，

学びの森（K）；3♂2♀，12. VII. 2016，大野山

林（K）；1♀，14. VII. 2016，大野山林（K）；

5♂，8. X. 2016，野原岳（K） 

池間島：1♂3♀，12. VI. 2014（S） 

 宮古島、池間島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 多良間島（杉本、

1996；小濱ら、2002；楠井、2005；2010；日本

直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、

水納島（沖縄県文化環境部自然保護課、2009） 

備考：多良間島の楠井（2005）と楠井（2010）

の記録はデータが同じである。 

55. ヒメヒシバッタ Tetrix minor Ichikawa, 

1993 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，19. IV. 2009，大野山林（S）；2♂

3♀，15. II. 2013，野原越（S）；1♂，26. IV. 2013，

大野山林（K）；1♀，5. VII. 2013，大野山林（K）；

1♂，21. IV. 2015，ウィピア（K）；2♂2♀，12. 

V. 2015，いこいの森（K）；1♀，13. V. 2015，

大野山林（K）；3♂1♀，12. VII. 2016，大野山

林（K）；1♀，13. VII. 2016，いこいの森（K）；

1♂，14. VII. 2016，大野山林（K） 

来間島：3♀，21. V. 2016（K） 

伊良部島：2♀，6. VII. 2013，牧山（K） 

多良間島：1♂，16. III. 2013，仲筋（K）；1♂，

10. V. 2013，仲筋（K）；1♂1♀，20. III. 2016，

仲筋（K） 

水納島：2♂，22. III. 2016（K） 

 来間島、水納島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、伊良

部島（Ichikawa, 1997；小濱ら、2002；日本直

翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、

多良間島（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直

翅類学会、2006；2021；沖縄県文化環境部自然

保護課、2009；小浜・砂川、2020a） 

 

XI オンブバッタ科 Pyrgomorphidae 

56. オ ン ブ バ ッ タ  Atractomorpha lata 

（Motschoulsky, 1866） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂1♀，8. III. 2013，野原岳（K） 

 一部のデータは既に報告している（小浜、

2020）。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；小濱ら、2002；小浜、2020；日

本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、

伊良部島（久貝ら、1990；小濱ら、2002；日本

直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：日本直翅類学会（2016）に宮古島以南

からは未発見とあるのは誤りである。 

57. アカハネオンブバッタ   Atractomorpha 

sinensis sinensis Bolívar, 1905 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，1. IV. 2014，友利（S）；1♀，13. 

V. 2015，狩俣（K）；1♂，10. VIII. 2015，野原

越（S）；1♂，19. VI. 2016，添道（K） 

池間島：1♂，29. VII. 2014（K） 

来間島：1♀，29. VIII. 2014（K） 
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伊良部島：1♀，18. V. 2013，牧山（K）；1♂，

27. VII. 2014，牧山（K）；1♀，27. VII. 2014，

仲地（K） 

多良間島：1♂，16. III. 2013，普天間港（K）；

1♂，20. III. 2016，仲筋（K） 

水納島：1♀，22. III. 2016，（K） 

来間島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1988；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021）、池間島（小浜・佐々木、

2013）、伊良部島（小濱ら、2002；日本直翅類

学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多良

間島（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直翅類

学会、2006；2021；沖縄県文化環境部自然保護

課、2009；小浜・砂川、2020a）、水納島（沖縄

県文化環境部自然保護課、2009） 

 

XII バッタ科 Acrididae 

58. アカアシホソバッタ   Stenocatantops 

mistschenkoi （F. Willemse, 1968） 

[採集標本データ] 

大神島：1♂，6. III. 2016，（K） 

水納島：1♂，22. III. 2016，（K） 

 大神島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

直翅類研究グループ、1983；大城、1986b；1988；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、池間島（小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、

2020a）、伊良部島（久貝ら、1990）、多良間島

（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、水納島（沖

縄県文化環境部自然保護課、2009） 

59. イシガキモリバッタ   Traulia ornata 

ishigakiensis Yamasaki, 1966 

[採集標本データ] 

宮古島：1♀，1. VIII. 2008，大野山林（S） 

[撮影データ] 

宮古島：1♀，26. IX. 2014，大野山林（K） 

[目撃データ] 

宮古島：幼虫 2exs，26. IV. 2013，大野山林（K）；

1♀，26. IX. 2014，大野山林（K） 

多良間島：幼虫 1ex，11. V. 2013，普天間港（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（小浜、1995；

日本直翅類学会、2006； 2016；2021；小浜・

砂川、2020a）、来間島（日本直翅類学会、2021）、

伊良部島（青柳、2015；小浜・砂川、2020a）、

多良間島（小浜、1995；杉本、1996；日本直翅

類学会、2006；2016；2021；沖縄県文化環境部

自然保護課、2009；山下ら、2019；小浜・砂川、

2020a） 

 備考：日本直翅類学会（2021）の分布表には

宮古諸島産はイシガキモリバッタではなく、ミ

ヤコモリバッタとされている。 

60. ツチイナゴ  Patanga japonica （Bolívar, 

1898） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 多良間島（杉本、

1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：比較的古い地層からできた「国頭マー

ジ」地帯を中心に生息し、沖縄島中北部、西表

島から記録されている（仲盛・佐渡山、2001）。 

61. タイワンツチイナゴ Patanga succincta 

（Johansson, 1763） 

[採集標本データ] 

来間島：1♂，18. III. 2015，（S） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（東、1975a岡、

1982；安田、1986；大城、1986b；1988；仲盛・

佐渡山、2001；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、池間島（小

濱ら、2002；小浜・砂川、2020a）、大神島（安

谷屋ら、1982）、来間島（日本直翅類学会、2021）、

伊良部島（久貝ら、1990）、多良間島（安田、
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1986；仲盛・佐渡山、2001；日本直翅類学会、

2021）、水納島（沖縄県文化環境部自然保護課、

2009） 

備考：別名、セスジツチイナゴ。沖縄県のほ

ぼ全域に分布する（仲盛・佐渡山、2001）。沖縄

県の農業関係者はセスジツチイナゴと呼んでき

た。干ばつ年に多発生し、しばしばサトウキビ

に被害を与える（新垣・藤崎、1987）。 

62. タイワンハネナガイナゴ  Oxya chinensis 

（Thunberg, 1815） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，3. III. 2016，大野山林（K）；1♂

1♀，12. VII. 2016，大野山林（K）；1♀，14. 

VII. 2016，大野山林（K）；1♂，9. X. 2016，福

山（K） 

池間島：2♂1♀，30. VIII. 2014（K） 

多良間島：1♂，16. V. 2009，塩川（S）；1♂1

♀，16. XI. 2011，塩川（K）；1♂，16. XI. 2011，

仲筋（K）；1♀，20. III. 2016，塩川（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（小濱ら、

2002；日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂

川、2020a）、池間島（小浜・佐々木、2013）、

多良間島（杉本、1996；小濱ら、2002；楠井、

2005； 2010；日本直翅類学会、2006；2021；

沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小浜・砂

川、2020a） 

備考：東（1975a）および大城（1986b）がハ

ネナガイナゴと記録したのは本種のことと思わ

れる。楠井（2005）と楠井（2010）の多良間島

の記録は同じデータである。 

63. オキナワイナゴモドキ   Gesonula 

punctifrons （Stål, 1861） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（小濱ら、

2002；日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂

川、2020a） 

64. ヒ ゲ マ ダ ラ イ ナ ゴ  Hieroglyphus 

annulicornis （Matsumura, 1910） 

[採集標本データ] 

宮古島：2♀，14. VII. 2016，大野山林（K） 

伊良部島：1♂，11. VII. 2012，前里添（S） 

多良間島：1♂1♀，16. VII. 2014，長嶺（S） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（東、1975a；

岡、1982；大城、1986b；小濱ら、2002；日本

直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、

来間島（日本直翅類学会、2021）、伊良部島（小

濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2016；2021；

小浜・砂川、2020a）、多良間島（杉本、1996；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2016；

2021；沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小

浜・砂川、2020a） 

 備考：普段、ススキ原で、低密度で生活して

いるが、時々、多発生し、ススキを丸坊主にし、

さらにはススキ原に近接するサトウキビを加害

することがある（東、1975b）。集団でサトウキ

ビを食害するため、葉の主脈だけが残り、サト

ウキビ畑がスカスカになるくらいの被害を与え

ることがある。 

65. セグロイナゴ  Shirakiacris shirakii 

（Bolívar, 1914） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，30. V. 2009，大野山林（S）；1♀，

22. V. 2016，学びの森（K） 

池間島：幼虫 1ex，20. V. 2016，（K） 

来間島：1♂，29. VIII. 2014，（S） 

 池間島と来間島から新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多良間島（杉

本、1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；

2021；沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小

浜・砂川、2020a） 

 備考：以前、イシガキセグロイナゴと呼ばれ

ていた。 
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66. ショウリョウバッタ   Acrida cinerea 

（Thunberg, 1815） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，17. XI. 2014，西里添（S） 

伊良部島：1♀，11. VII. 2012，前里添（S）；1

♂，4. IV. 2015，佐和田（K） 

[目撃データ] 

大神島：幼虫 2exs，6. III. 2016（K） 

 大神島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（東、1975a；

岡、1982；直翅類研究グループ、1983；大城、

1986b；1988；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、伊良部島（久

貝ら、1990；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a）、多良間島（杉

本、1996；小濱ら、2002；楠井、2005；楠井、

2010；日本直翅類学会、2006；2021；沖縄県文

化環境部自然保護課、2009；小浜・砂川、2020a）、

水納島（沖縄県文化環境部自然保護課、2009） 

備考：多良間島の楠井（2005）と楠井（2010）

の記録は同じデータである。 

67. ショウリョウバッタモドキ   Gonista 

bicolor （de Haan, 1842） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（大城、1988；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、伊良部島（小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：小浜・砂川（2020a）に示した多良間島

は誤りであるので削除する。 

68. マダラバッタ   Aiolopus thalassinus 

tamulus （Fabricius, 1798） 

[採集標本データ] 

宮古島：幼虫 1ex，10. III. 2013，学びの森（S）；

1♂，29. VIII. 2014，上地（K） 

池間島：2♂，29. VII. 2014（K） 

来間島：2♂，29. VIII. 2014（K）；1♂，21. V. 

2016（K） 

伊良部島：1♀，6. VII. 2013，牧山（K）；1♂，

27. VII. 2014，牧山（K） 

多良間島：1♀，16. XI. 2011，塩川（K）；1♂，

17. VII. 2014，仲筋（K）；1♀，20. III. 2016，

塩川（K） 

水納島：1♀，9. VI. 2013（K）；1♀，22. III. 

2016（K） 

[目撃データ] 

大神島：1ex，6. III. 2016（K） 

 大神島、来間島新記録。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

直翅類研究グループ、1983；大城、1986b；1988；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、池間島（小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、

2020a）、伊良部島（久貝ら、1990；小濱ら、2002；

日本直翅類学会、2006；2021；小浜・砂川、

2020a）、多良間島（杉本、1996；小濱ら、2002；

楠井、2005；2010；日本直翅類学会、2006；2021；

沖縄県文化環境部自然保護課、2009；小浜・砂

川、2020a）、水納島（沖縄県文化環境部自然保

護課、2009） 

備考：多良間島の楠井（2005）と楠井（2010）

の記録は同じデータである。小浜・砂川（2020a）

に示した来間島は誤りであるので削除する。 

69. アカアシバッタ Heteropternis rufipes 

（Shiraki, 1910） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（日本直翅類

学会、2021） 

70. トノサマバッタ  Locusta migratoria 

（Linnaeus, 1758） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，28. VII. 2014，野原越（K） 

下地島：1♀，3. VIII. 2016（S） 

多良間島：1♂2♀，17. III. 2014，仲筋（K） 
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[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；1988；小濱ら、2002；日本直翅

類学会、2006；2021；小浜・砂川、2020a）、大

神島（安谷屋ら、1982）、伊良部島（久貝ら、

1990；小濱ら、2002；日本直翅類学会、2021；

小浜・砂川、2020a）、下地島（Shimizu et al., 

2012；清水・西出、2013；小浜・砂川、2020a；

日本直翅類学会、2021）、多良間島（日本直翅類

学会、2021）、水納島（田中・桐谷、1987） 

 備考：世界的に著名な飛蝗の一種で、国内で

もしばしば大発生し、害虫化する（田中、1983）。

宮古諸島においては 1985 年に水納島で大発生

し、牧草に害を与え（田中・桐谷、1987）、最近

では 2011 年に下地島で大発生し、サトウキビ

に害を与えた（Shimizu et al., 2012；清水・西

出、2013）。 

71. ク ル マ バ ッ タ   Gastrimargus 

marmoratus （Thunberg, 1815） 

[採集標本データ] 

宮古島：1♂，22. V. 2016，学びの森（K）；1♂，

14. VII. 2016，大野山林（K） 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

直翅類研究グループ、1983；大城、1986b；1988；

小濱ら、2002；日本直翅類学会、2006；2021；

小浜・砂川、2020a）、伊良部島（久貝ら、1990；

小濱ら、2002；小浜・砂川、2020a）、多良間島

（杉本、1996；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

72. タ イ ワ ン イ ボ バ ッ タ  Trilophidia 

annulata （Thunberg, 1815） 

 今回の調査では確認できなかった。 

[宮古諸島内の既知分布] 宮古島（岡、1982；

大城、1986b；小濱ら、2002；日本直翅類学会、

2006；2021；小浜・砂川、2020a） 

 備考：以前、イボバッタと呼ばれていた（大

城、1986b）。 

 

考察 

 本調査により、宮古諸島から 11科 46種のバ

ッタ類を確認した。そのうち 21 種はいずれか

の島の新記録種で、宮古諸島の新記録種は、伊

良部島で確認されたナカオレツユムシ 1種のみ

であった。 

島ごとに今回確認された種数をみると、宮古

島から 10 科 37 種（新記録 1 種）、池間島 8 科

13種（新記録 7種）、大神島 4科 6種（新記録

のみ６種）、来間島 5科 7種（新記録 6種）、伊

良部島 8 科 19 種（新記録 10 種）、下地島 2 科

4 種（新記録 2 種）、多良間島 10 科 24 種（新

記録なし）、水納島 3 科 4 種（新記録 1 種）で

あった。各島の新記録種は以下のとおりである。 

宮古島：セダカヒシバッタ 

池間島：ネッタイオカメコオロギ、イソカネタ

タキ、オガサワラクビキリギス、クビキリギス、

ダイトウクダマキモドキ、セダカヒシバッタ、

セグロイナゴ 

大神島：コバネコロギス、ホシササキリ、タイ

ワンクツワムシ、アカアシホソバッタ、ショウ

リョウバッタ、マダラバッタ 

来間島：ヒメコガタコオロギ、タイワンウマオ

イ、ヒメヒシバッタ、アカハネオンブバッタ、

セグロイナゴ、マダラバッタ 

伊良部島：ヒメコガタコオロギ、ネッタイオカ

メコオロギ、カヤヒバリ、カネタタキ、クビキ

リギス、ホシササキリ、タイワンウマオイ、ナ

カオレツユムシ、ダイトウクダマキモドキ、ミ

ナミハネナガヒシバッタ 

下地島：ホシササキリ、タイワンウマオイ 

水納島：ヒメヒシバッタ 

以上の新記録種の多くは、いわゆる普通種で

ある。このことは、宮古島や多良間島、水納島

以外の島々におけるバッタ類の分布調査がこれ

までかなり不十分であったことを示唆している。

宮古諸島から初めて記録されたナカオレツユム
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シは、日本、台湾、中国に分布し、国内では奄

美諸島、沖縄諸島、八重山諸島から記録されて

いた（日本直翅類学会、2016；2021）。今回の

調査により、本種は宮古諸島にも分布すること

が確認された。ただし、わずか雄 1頭が伊良部

島で得られただけで、個体数は少ないかもしれ

ない。本種は樹上性で、したがって林が生息地

であるので、おそらく大野山林など林のある宮

古島にも生息している可能性がある。 

 これまでに記録がある種（分布が疑問のリュ

ウキュウチビスズを含む）に、今回の調査で確

認された種を加えると、宮古諸島から 12科 72

種のバッタ類が記録されたことになる。島ごと

でみると、宮古島 10 科 61 種、池間島 8 科 19

種、大神島 6科 11種、来間島 6科 10種、伊良

部島 10科 31種、下地島 2科 4種、多良間島 11

科 48種、水納島 6科 12種となる。これらの結

果から、宮古島と多良間島を除いた他の島々で

は十分な調査がなされていないと考えられる。

特に大神島、来間島、下地島はまだまだ調査不

足であろう。したがって、今後の調査の進展に

より、宮古諸島の島々におけるバッタ類の種数

が追加され、諸島全体のバッタ相が明らかにな

っていくと考えられる。 

 宮古諸島のバッタ類で特筆すべきはオキナワ

キリギリスである。本種は沖縄諸島と宮古諸島

に分布する（大城、1986b）、特異な分布パター

ンをもつ種で、大型で肉食性が強く、ススキや

ギンネムなどが混生する、丈の高い茂みに生息

する。今回の調査では、下地島で確認されてい

るが、従来、分布記録のあった宮古島と伊良部

島（岡、1982；久貝ら、1990）では見つかって

いない。宮古島と伊良部島では少なくとも 1980

年代までは見られた（小浜・砂川、2019a）が、

その後は生息が確認されておらず、両島では絶

滅した可能性が高い。今回の調査で、下地島で

は下地島空港や隣接する草丈の低い草地でキリ

ギリス類の鳴き声が多数聞かれた。明らかにオ

キナワキリギリスとは生息環境が異なっている

ようであった。オキナワキリギリスは体が比較

的大きく、翅が長いという特徴をもつ。今回、

下地島からオキナワキリギリスの特徴をもった

個体と、体が小さな個体が得られており、後者

は、これまで筆者らが確認したオキナワキリギ

リスとは異なっているように見えるため、ある

いは本土産のキリギリス類ではないかと考えら

れた（小浜・砂川、2019a）。したがって、下地

島には 2種のキリギリスが生息している可能性

がある。しかし、体サイズは個体変異の範囲な

のか、別種が混じっているのかを判断するには、

材料が乏しく、現時点では明らかではないため、

本報告ではオキナワキリギリスとして記録した。

今後、材料を集め、形態比較や DNA 解析を行

い、種を同定する必要がある。 

 

まとめ 

1. 今回のバッタ類の生息調査により、宮古諸

島から 11科 46種が確認された。これらのうち、

宮古諸島からの新記録はナカオレツユムシ 1種

で、本種を含め 21 種はいずれかの島の新記録

種であった。 

2. 今回確認された種を、これまでに記録され

た種に加えると、宮古諸島から 12科 72種のバ

ッタ類が記録されたことになる。 

3. 宮古諸島におけるバッタ類の分布調査は、

まだまだ不十分－特に大神島や下地島など－と

考えられ、バッタ相の解明のためには継続的な

調査が望まれる。 

4. オキナワキリギリスは、今回、下地島のみ

で確認され、従来生息が確認されていた宮古島

と伊良部島では見つからなかった。下地島産に

は体サイズの大きい個体と小さな個体が混じっ

ており、今後材料を集め、種について検討する

必要がある。 
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